
























































1 	 Eilers, Rolf: Die nationalsozialistische Schulpolitik : eine Studie zur Funktion der Erziehung im totalitären 
Staat. Köln: Westdeutscher Verlag, 1963. (Staat und Politik, Bd. 4); Dithmar, Reinhard (Hrsg.): Schule und 
Unterricht im Dritten Reich. Neuwied : Luchterhand, 1989,	ほか参照。
2 	 Scholtz, Harald: Erziehung und Unterricht unterm Hakenkreuz. (Kleine Vandenhoeck-Reihe, 1512), Göttin-
















表 １ － １ ．ナチス教育政策史（１933-１936）
１ . １933-１936 第一局面：権力掌握と権力安定（１933－１936）
●権力掌握からオリンピック大会まで―社会政治的一元化，権威的中央集権化開始，畏怖（ファシスト的可能性も），制限（特に共産主義者，ユダヤ人に対して），集団忠
誠努力（民族国家宣伝），安定諸勢力（農業，国防軍，教会）への秋波，福音教会との確執





























































































































表 １ － 2 ．ライン州民族政治科実習（１933-１934）
民族政治科実習参加者統計（１933. １2. 8－１935. １. 29）
実習期 実習時期 クラス 投宿館数
生徒数 教員数 ハイム補助者数
総投宿日数
男 女 男 女 男 女
1933年　 1期 12.	8－12.	22 OI 51 2,182 553 171 50 16 4 41,351
2 期 1.	11	－	1.	25 OI 42 1,084 1,077 104 133 14 3 33,595
3 期 1.	26－2.	9 OI,	UI 25 930 445 81 47 11 2 21,319
4 期 2.	15－3.	1 UI 25 771 372 60 49 8 1 17,435
5 期 3.	2－3.	16 UI 28 925 373 86 57 8 1 20,642
1934年　 1期 4.	27－5.	16 UII 70 1,810 1,582 103 106 7 4 68,389
2 期 6.	1－6.	20 UII 52 1,630 912 109 58 8 4 51,452
3 期 6.	25－7.	14 UII,	UI 53 1,770 774 127 58 7 4 51,608
4 期 9.	7－9.	26 UI 66 2,018 586 139 52 6 2 52,725
5 期 10.	1－10.	20 OI,	UI,	OI 56 1,376 1,036 106 91 7 2 48,403
6 期 10.	25－11.	8 OI
61 1,942 710 151 64 9 4 41,645
10.	25－11.	13 OII
7 期 11.	13－11.	27 OI
58 1,881 589 134 57 3 4 46,446
11.	14－12.	3 OII
8 期 11.	30－12.	14 OI 2 145 － 12 － 2 － 2,185
9 期 1.	10－1.	29 OII 11 548 30 32 2 4 1 11,628
計 600 19,012 9,039 1,415 824 110 36 508,823
合計 600 28,051 2,239 146 508,823
	 （出所：Nationalpolitische Lehrgänge,	1935,	S.	175.）
4 	 小峰　総一郎「ライン地方のあるギムナジウム（ 2）」（『中京大学国際教養学部論叢』第 7 巻第 2 号，	
2015年 3 月）
5 	 Nationalpolitische Lehrgänge für Schüler. Denkschrift des Oberpräsidenten der Rheinprovinz (Abteilung für 



































7 	 Nationalpolitische Lehrgänge, S. iv.






































































10	 A. a. O., S.	174.　管見のかぎりだが，ナチス教育学初期の重要資料である本令が，プロイセン文部省報に
は見当たらなかった。ひょっとして別のところに合冊されているのかも知れない。　［追記］参照。



































11	 A. a. O., S.	174-175.
12	 A. a. O., S.	67.









































































22	 Eilers, Rolf: Die nationalsozialistische Schulpolitik : eine Studie zur Funktion der Erziehung im totalitären 


































































① HJ の教員養成関与：1935,	1936年ルスト，教員養成大学への入学に HJ メンバー厚遇を指	
示30。
② HJ への入団攻勢：学校，特にナチス教員連盟は，HJ 宣伝・募集を幅広く行う31。学業促進
［補習などか―小峰］，奨学金，各賞受賞	→ HJ 生に限る。


















学校活動に協力する。ｄ．教育学問題を議論し理解を深める。学校協会は校長を代表とし	 2 名から 5名の助言者
を持つ。その内に共学校・女学校の場合には最低母親 1名を含む。これに加えてヒトラー・ユーゲントからユー
ゲントリーダーを加える。彼は国家青年ならびに学校協会と連携する。




	 （出所： プロイセン文部省令UIIA2514,	1934.	10.	24	（in: Zentralblatt 1934, S.	327.）	［小峰訳］
29	 上記省令に言うように，委員会での HJ の権限は制限されている。ちなみに，増大する HJ の影響力への
反対姿勢は，ライヒ教育省全体に急速に広がった由である。Vgl. Eilers, S.	124.	
30	 HJ所属が教員養成大学入学の前提条件とされた。（Erlaß des RMfWEuV vom 12. 10. 1935, in: 『ライヒ教育
省報』1935,	S.	452.）












だが，「学校」枠内の学校田園寮活動は「専ら有用知識の伝達機関」（lediglich eine Einrichtung 













民族政治科実習では HJ の専管を貫けない。廃止以外ない，と。この攻勢のなか，1936年12月 3
日，ルストは，「キャンプと隊列の教育」	としての「民族政治科実習」の全体理想を放棄，「学校」
管轄行事としての民族政治科実習をことごとく禁止したのであった33。
それは，直前の1936年12月 1 日，ヒトラ ・ーユーゲント法が定められたことに対応するもので，
これによって家庭，学校の間の第 3の機関＜青年＞＝「ヒトラー・ユーゲント」が，名実共に第
33	 民族政治科実習禁止（verbieten）。この「ライヒ教育省令」	（Erlaß des RMfWEuV vom 3. 12. 1936）	を筆者
（小峰）は管見のかぎり『ライヒ教育省報』Reichsministerialamtsblatt Deutsche Wissenschaft, Erziehung 


































署の Dr.	ラマース（Hans Heinrich Lammers，1879-1962）は総統の腹心，首相府長官。第一次世界大戦で
左眼喪失した古参ナチ党員である。ヒトラーからの信頼厚く，在任中はティアガルテンのフォン・デア・	
ハイト宮殿（今日のプロイセン文化財団本部）を住居とした。彼の忠勤に対して，ヒトラーはその後大統
領狩猟館と報奨金60万ライヒスマルクを贈っている。	（Vgl. 「Hans Heinrich Lammers」ドイツ Wikipedia　
最終閲覧：2015/06/03）
35	 Wippermann, Wolfgang: „Das Berliner Schulwesen in der NS-Zeit“, in: Schmoldt, Benno (Hrsg.): Schule in 
Berlin. gestern und heute. Berlin: Colloquium Verlag, 1989, S. 59.





























Bracht, Hans-Günther: Das höhere Schulwesen im Spannungsfeld von Demokratie und Nationalsozialismus. 
Bern: Peter Lang, 1998, S. 650-653. 
38	 Bracht, S. 653.
ライン地方のあるギムナジウム（３） 35






1935/36 132 127  96
1936/37 142 131  92





















39	 1933/34に HJ に入らなかった生徒（身体的理由＝膝の怪我で行進不可能）は，自分は「価値少なき者で
ある」むね公にしていた。彼に入団強制はなかった。Vgl. Bracht, S.	654.
40	 1933年 7 月，校長は 1名の SA 航空突撃隊少尉（SA-Sturmführer）生徒に対して，休暇中は過度の練習と
行進を慎むよう指導している。Vgl. Bracht, S.	655.




















42	 Vgl. Bracht, S.	434-438. 州学務委員会資料にも修正の跡が見られた。





『プロジェクト：デュッセルドルフ学校史論考　 4』デユッセルドルフ，1988年所収）。Vgl. Bracht, S.	435,	注264.
	 ちなみに，本省令も『プロイセン文部省報』（（Zentralblatt für die gesamte Unterrichts=Verwaltung in 
Preußen.）には管見のかぎり発見できなかった。









































44	 Vgl. Bracht, S.	435.
45	「第 4条　これまでの政治的活動に照らし，いかなる時でも躊躇なくこの民族国家に献身する保証の無き	
官吏は，その職務を解任しうる。…」（小峰訳）Gesetz zur Wiederherstellung des Berufsbeamtentums. 
Vom 7. April 1933.（出所：http://www.documentarchiv.de/ns/beamtenges.html（最終閲覧：2015.	3.	25）





















stitut für Erziehung und Unterricht）は，ナチ時代にはナチス教育学振興のセンターに変じた。新所長	
ベンツェの下で，ナチスカリキュラムの普及，教員の再教育が，ここを拠点として全国で行われる（1933
年から始まる教員講習は「教員ラガー」（Lehrerlager:	教員キャンプ）と呼ばれた。Vgl. Kraas, Andreas: 








のちの1935年 1 月になって漸く	『ライヒ教育省報』	に掲載されたのである（in: Deutsche Wissen-






























(Bearb.): Die Neuordnung des höheren Schulwesens im Dritten Reich. Sammlung der wichtigsten 


















































E III b	1900	M, K II.





するものとする。（ライヒ教育省令1936.	12.	3.	E III b	2999,	K II）	［ホマイヤーの1941年補遺には，
同省令の日付は12月23日とあるが，筆者は，これまで依ったアイラース（S.	41）により12月 3 日
としておく。］
（	出所：Homeyer, Alfred (Bearb.): Die Neuordnung des höheren Schulwesens im Dritten Reich. 
Sammlung der wichtigsten diesbezüglichen Gesetze, Erlasse und Verfügungen seit Januar 1933. 
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